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論文内容の要旨

本論文は， レーザ一光を原子番号の大きな物質K照射して高強度X線を発生させ，その X線 iとより核融

合ターゲットを爆縮する間接照射型爆縮核融合に関し，特に軟X線駆動アプレーションに関する研究の成

果をまとめたもので， 6 章より構成されている。

第 1 章は緒論であり，軟X線駆動アプレーション過程の工学的・物理的重要性について述べ，本研究の

意義および目的を示している。

第 2 章では， 1012 W/C協z程度の照射X線強度において実施した軟X線エネルギー輸送と流体運動とに関

する基礎実験について述べアプレーションの音速点が電離パーンスルーのフロント近傍に存在すると考

えられる乙とを示している。

第 3 章では，アプレーション圧力等を評価するモデルとして透過X線駆動アプレーションモデルと自発

光X線駆動アプレーションモデルとについて述べ， それぞれのモデルから導かれる主要なパラメータに関

する比例則を示している。

第 4 章では， 1012 - 1014W/仰?の照射X線強度で実施した軟X線エネルギー輸送に関する基礎実験

について述べ， x線加熱フオイル中の加熱フロントおよび、バーンスルーフロン卜の伝播速度に関する照射

X線強度依存性が，それぞれ自発光X線駆動アプレーションモデルおよび透過X線駆動アプレーションモ

デルから導かれた比例則に一致する乙とを示している。

第 5 章では，ペレットの軟X線駆動爆縮実験について述べている。まず燃料ペレットのアプレーターと

して用いたテフロンに関して，その選択理由および軟X線駆動アプレーションの特性について述べ，次に

ペレットの爆縮ダイナミックスが透過X線駆動アプレーションモデル'Kよって説明できる乙とを示してい
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る。

第 6 章は結論であり，本研究の総括を行い，主要な成果についてまとめている。

論文審査の結果の要旨

慣性閉じ込め核融合においては，燃料球を一様に圧縮する乙とが必要である。間接照射型爆縮核融合で

は，空洞内に閉じ込めた軟X線により，燃料球を均一に照射する乙とができる。軟X線は燃料球の表面の

低 Z物質を加熱してプラズ‘マ化し，プラズマの噴出(アプレーション)の反作用として核融合燃料を加速

レ爆縮する。間接照射型爆縮核融合のターゲ‘ット設計には，軟X線駆動アプレーションに関する定量的理

解が必要であるが，いまだ不明な点が多い。

本論文は乙のような観点から，低 Z プラズ、マ中の軟X線の輸送及びそれによるアプレーションについて

実験的及び理論的研究を行ったもので，その成果を要約すれば次の通りである。

1 )軟X線駆動アプレーションにおける軟X線エネルギ一輸送と流体運動との関係をアルミニウムを用い

て実験的に調べ，その結果，電離パーンスルーの重要性を明らかにし，更に，アプレーションの音速点

が譲住パーンスルーフロント近傍に存在すると考えられる乙とを示している。

2) 上記の過程を定量的K説明する透過X線駆動アプレーションモデルを開発し，アプレーションに関す

る主要なノマラメータのスケール則を導いている。

14 HT  / 2 3) 高 Z 物質で出来た空洞における X線閉じ込め効果を利用してlO~--r W/cm を超える高強度輯射場を生

成し，アルミニウムの軟X線駆動アプレーションの照射X線強度依存性を調べ，パーンスルーフロント

伝播速度が上記のアプレーションモデルによる評価値と一致する乙とを示している。また，アプレーシ

ョンフロント近傍のエネルギー輸送における自発光X線の寄与の重要性を示している。

4) 軟X線駆動アプレーションによるペレット爆縮実験を行い，測定された爆縮速度がモデル計算と良く

一致するととを示している。

以上のように本論文は，低 Z プラズマ中での軟X線幅射のエネルギー輸送の過程を明らかにし，また軟

X線轄射駆動アプレーションの轄射強度に対するスケーノレ則を実験的，理論的に求めている。乙れらの成

果は電磁エネルギー工学に寄与すると乙ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認め

る。
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